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【結果】漿液性卵巣がんの TCGA データベースにおいて、初回治療後に完全寛解となった患者を 2群
に分けた。すなわち早期再発群（ERS、12ヶ月以内の再発、n=51）と晩期再発群（LRS、12ヶ月以降
の再発、n=158）である。DNAメチル化マイクロアレイにおいて、2群間で有意に異なる 12プローブ
のうち、ZNF671 は 2群間の DNAメチル化の差が最も大きいことが分かった。また、ZNF671 のプロモ
ーター領域の DNA メチル化は、発現を抑制することが判明した。漿液性卵巣がん 78例の自施設群で
は、ZNF671 の DNAメチル化陽性症例は予後不良であった（P<0.05）。さらに多変量解析では TCGA群
および自施設群の両群で ZNF671 のメチル化は独立した再発の予測因子であることが判明した。卵巣
がん細胞株を用いた機能解析では、ZNF671 の DNAメチル化と mRNAには逆相関の関係を認めた。ま
た、siRNAを用いて ZNF671 の発現を抑制すると、増殖および遊走と浸潤の増強がみられた。 





しなかった理由など 12項目、第 1副査の加藤教授から 1）DNAメチル化の機序と脱メチル化について、
2)メチル化による転写抑制のメカニズム、3)化学療法前後で ZNF671 遺伝子のメチル化の変化を調べた
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